
歳出総額  ９４億９,６９６万７千円 歳出総額  ９４億９,６９６万７千円 歳入総額  101億5,934万１千円 歳入総額  101億5,934万１千円 

一般会計 

歳出総額 
９４億９,６９６万７千円 

一般会計 

歳入総額 
101億5,934万１千円 

町税 
４９億３,７２２万５千円 
（48.6%） 

  地方交付税 
１０億 

６,００１万３千円   
（10.4%） 

民生費 
２２億９,０７１万６千円 
（24.1%） 

土木費 
２１億６,４４９万円 
（22.8%） 

　教育費 
１２億１７９万９千円 
（12.7%） 

　公債費 
１１億５５０万９千円 
（11.6%） 

総務費 
１０億５,７５１万９千円 
（11.1%） 

　  町債 
６億５,３７０万円 
（6.4%） 

地方消費税交付金 ３億１１４万６千円 （3.0％） 

諸収入 ３億６,９９０万６千円 （3.6％） 

繰越金 ４億３,０５６万７千円 （4.2％） 

繰入金 ４億４,６３６万円 （4.4％） 

県支出金 ４億４,７４７万１千円 （4.4％） 

国庫支出金 ５億３,５５９万４千円 （5.3％） 

その他 ９億７,７３５万９千円 （9.7％） 議会費 １億２,９５３万５千円 （1.4％） 

労働費 １億４,０１８万円 （1.5％） 

消防費 ４億６,７８８万２千円 （4.9％） 

農林水産業費 ５,５８５万７千円 （0.6％） 

商工費 ２,０１６万３千円 （0.2％） 

諸支出金 １４０万７千円 （0.0％） 

地方譲与税 ２億２,７５１万９千円 

使用料及び手数料 １億９,１４０万２千円 

財産収入 １億５,５４２万６千円 

分担金及び負担金 １億４,３１９万６千円 

地方特例交付金 １億２,８４８万２千円 

自動車取得税交付金 ６,２４４万３千円 

利子割交付金 ２,３５６万７千円 

株式等譲渡所得割交付金 ２,２３０万３千円 

配当割交付金 １,５５７万１千円 

交通安全対策特別交付金 ７４５万円 

その他  ９億７,７３５万９千円の内訳 

町税　４９億３,７２２万５千円の内訳 

固定資産税 
２５億７,２１６万８千円 
（52.1％） 

町民税 
１６億５,８２０万５千円 
（33.6％） 

都市計画税　４億８,１１２万５千円（9.7％） 
町たばこ税　１億８,６６５万２千円（3.8％） 

軽自動車税　３,９０７万５千円（0.8％） 

※老人保健医療事業特別会計の歳入歳出不足額は、翌年度歳入繰上充用金で補てん 

特別会計区分 

国民健康保険事業 

財産区 

老人保健医療事業 

下水道事業 

介護保険事業 

（小　計） 

３０億１,３６３万３千円 

１１億４,８１３万５千円 

２０億５,７７８万８千円 

９億２,９２５万５千円 

１３億１,５１１万９千円 

８４億６,３９３万円 

２８億８,７７０万６千円 

７,１００万２千円 

２０億８,３５５万４千円 

９億２,８５７万２千円 

１２億６,９２８万９千円 

７２億４,０１２万３千円 

１億２,５９２万７千円 

１０億７,７１３万３千円 

△ ２,５７６万６千円 

６８万３千円 

４,５８３万円 

１２億２,３８０万７千円 

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 

＜歳入＞ 
町税…所得にかかる町民税や土地・
建物に係る固定資産税など　町債…
事業を行うために借り入れたお金　
地方交付税…町の財政需要に応じて
国から交付されるお金　国庫支出金、
県支出金…事業を行うための国や県
からの負担金や補助金　繰入金…各
種基金（預金）から一般会計へ繰り
入れたお金 
＜歳出＞ 
土木費…道路や公園の整備など　民
生費…高齢者や障害者、児童のため
の福祉など　教育費…学校や公民館
の整備など　公債費…町債などの借
入金の返済　総務費…財産管理や企
画・税務事務など　衛生費…ごみ・
し尿処理や予防接種など　消防費…
消火・水防活動など　労働費…労働
者への福利厚生など　議会費…議会
の運営など　農林水産業費…農業・
水産業の振興など　商工費…産業の
振興や観光など 

用語解説  

平
成
17
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト（
貸
借
対
照
表
） 

借　　方 貸　　方 

有形固定資産  １５１．４万円 
（うち土地  ８４．５万円） 

投資など  ６．０万円 
 
流動資産  １７．４万円 正味資産  １４０．９万円 

計 １７４．８万円 計 １７４．８万円 

借　　方 貸　　方 

有形固定資産 
学校、道路、橋、庁舎など 
 ５１８億１千万円 
（うち土地　２８９億１千万円） 

投資など 
基金など（固定的なもの） 
出資金など 
 ２０億７千万円 

流動資産 
現金預金、基金（現金化が 
容易なもの） 
未収金（税など） 
 ５９億３千万円 

正味資産 
国、県の補助金、資産形成 
に使った一般財源など 
 ４８２億３千万円 

計 ５９８億１千万円 計 ５９８億１千万円 

負債 
借入金（町債） 
 ９１億４千万円 
退職給与引当金 
 １５億７千万円 
翌年度償還予定額 ８億７千万円 
負債計 １１５億８千万円 

（千万円単位で端数整理） 

　学校、道路など建設的な
事業に使われたお金の総額
です。 
　道路や建物は減価償却（価
格を見直す）をしています。 
　土地代は買った時の価格
で計上しています。 

　現金で持っているものの
他、必要時にすぐに現金化
することができる財政調整
基金、町税など町に納めて
もらうお金のうちでまだ収
入されていないものです。 

　関係団体の出資金や公共
施設整備基金、国際交流基
金など貯えているお金です。 

借入金 
　今までに学校、道路などを
建設するための財源として町
が銀行や国などに借金してい
るお金の残高です。 

　今まで学校、道路などを建
設するために使ったお金のう
ち、国や県から補助金として
もらったものや税金などの総
額です。 

退職給与引当金 
　町の職員が年度末に全員退
職した場合の退職金です。 
　実際、今払うものではあり
ませんが、将来発生するもの
として負債に計上しています。 

平成17年度住民1人あたりのバランスシート 

人口　34,215人（H18.4.1現在） 

負　　債  ３３．９万円 

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
グ
ル
ー
プ
　
1
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
７ 

平
成
17
年
度 

議会費 １億２,９５３万５千円 （1.4％） 

労働費 １億４,０１８万円 （1.5％） 

消防費 ４億６,７８８万２千円 （4.9％） 

衛生費 
８億６,１９１万円 
（9.1%） 

農林水産業費 ５,５８５万７千円 （0.6％） 

商工費 ２,０１６万３千円 （0.2％） 

諸支出金 １４０万７千円 （0.0％） 

９
千
円
、
全
体
の
12
・
７
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
小
・
中
学
校
関
係
に
約
４
億

７
５
５
７
万
円
、
幼
稚
園
関
係
に
約
１

億
６
４
８
４
万
円
、
公
民
館
・
コ
ミ
セ

ン
・
図
書
館
な
ど
の
運
営
や
人
権
教
育

の
充
実
な
ど
社
会
教
育
関
係
に
約
２
億

９
５
９
８
万
円
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
施

設
関
係
に
６
６
３
８
万
円
を
使
い
ま
し

た
。「公

債
費
」
は
、
１
１
億
５
５
０
万

９
千
円
で
全
体
の
11
・
６
％
を
占
め
、

各
種
施
設
な
ど
の
建
設
・
改
修
の
た
め

に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返
済
に
使
い
ま

し
た
。

５
つ
の
特
別
会
計
の
各
決
算
額
は
次

の
通
り
で
す
。

会
計
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
「
年
度
」
で
区
切
っ
て
い
ま
す
。

「
決
算
」
は
、
そ
の
年
度
の
収
入
と
支

出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
今
回
は

去
る
９
月
の
町
議
会
定
例
会
で「
認
定
」

さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

播
磨
町
の
会
計
は
、
大
き
く
分
け
て

私
た
ち
の
生
活
に
最
も
関
わ
り
の
深
い

「
一
般
会
計
」
と
特
定
の
収
入
を
基
に

特
定
の
事
業
を
行
う
「
特
別
会
計
」
と

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
般
会
計
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た

税
金
や
窓
口
で
の
収
入
、
国
や
県
か
ら

の
補
助
金
が
主
な
収
入
で
、
道
路
や
施

設
の
整
備
、
教
育
や
福
祉
事
業
な
ど
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
使
う
お
金
は
、
こ
の

会
計
か
ら
支
払
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
、
そ
の
目
的
の
事
業
に

の
み
お
金
が
使
わ
れ
、
播
磨
町
で
は
、

国
民
健
康
保
険
、
財
産
区
、
老
人
保
健

医
療
、
下
水
道
、
介
護
保
険
の
５
つ
の

特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
（
収
入
）
が
１
０
１
億
５
９

３
４
万
１
千
円
、
歳
出
（
支
出
）
が
９

４
億
９
６
９
６
万
７
千
円
で
、
差
し
引

き
６
億
６
２
３
７
万
４
千
円
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
翌
年
度
（
平
成
18
年
度
）
へ

持
ち
越
す
１
億
３
０
３
万
７
千
円
を
除

く
と
、
実
質
５
億
５
９
３
３
万
７
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

町
税
は
、
約
１
億
２
千
万
円
の
増

歳
入
に
つ
い
て
は
、
総
額
１
０
１
億

５
９
３
４
万
１
千
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
て
７
億
１
９
７
７
万
円
、
６
・
６
％

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
た
町
税
（
町
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・
町
た
ば
こ
税
・
都

市
計
画
税
）
は
、
景
気
回
復
の
兆
し
の

中
、
４
９
億
３
７
２
２
万
５
千
円
で
、

前
年
度
に
対
し
て
２
・
５
％
約
１
億
２

千
万
円
の
増
収
と
な
り
、
そ
の
要
因
と

し
て
法
人
お
よ
び
個
人
の
町
民
税
の
増

に
よ
る
も
の
で
す
。

地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
、
１
０
億

６
０
０
１
万
３
千
円
で
０
・
８
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

町
債
（
町
の
借
金
）
に
お
い
て
は
、

59
・
２
％
を
挿
入
す
る
９
億
４
７
５
０

万
円
の
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
平
成
16
年
度
に
お
い
て
国
の

政
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
減
税
を
補
う

た
め
に
借
り
入
れ
た
減
税
補
て
ん
債
の

借
り
換
え（
一
度
歳
出
で
全
額
返
済
し
、

同
額
を
新
た
な
条
件
で
借
り
入
れ
る
措

置
）
と
し
て
借
換
債
６
億
４
７
２
０
万

円
が
収
入
と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

町
の
貯
金
で
も
あ
る
基
金
か
ら
の
繰

入
金
は
、
４
億
４
６
３
６
万
円
で
う
ち

一
般
会
計
の
歳
入
不
足
を
補
う
財
政
調

整
基
金
か
ら
の
繰
入
は
約
５
７
６
９
万

円
で
す
。

歳
出
は
、
総
額
９
４
億
９
６
９
６
万

７
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
５
億
５

１
５
７
万
７
千
円
、
５
・
５
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

最
も
支
出
の
多
か
っ
た
「
民
生
費
」

は
２
２
億
９
０
７
１
万
６
千
円
で
全
体

の
24
・
１
％
を
占
め
、
健
康
い
き
い
き

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
運
営
や
障
害
者
、
高

齢
者
な
ど
の
社
会
福
祉
事
業
に
１
３
億

８
１
０
２
万
円
、
児
童
手
当
の
支
給
や

保
育
園
の
運
営
な
ど
児
童
福
祉
事
業
に

９
億
９
５
２
万
円
を
使
い
ま
し
た
。

次
に
「
土
木
費
」
で
、
２
１
億
６
４

４
９
万
円
で
全
体
の
22
・
８
％
を
占

め
、
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
周
辺
地
区
の
整
備
、

大
中
遺
跡
公
園
新
設
な
ど
都
市
計
画
事

業
に
約
１
７
億
７
４
６
３
万
円
、
大
中

二
見
線
な
ど
の
道
路
の
新
設
改
良
事
業

に
約
３
億
９
４
７
万
円
を
使
い
ま
し
た
。

「
教
育
費
」
は
、
１
２
億
１
７
９
万

会
計
の
仕
組
み

一
般
会
計
の
決
算

歳
　
　
出

特
別
会
計
の
状
況

7 広報はりま 18.12 6広報はりま 18.12

平
成
17
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
は
私
た
ち
の
生

活
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
17
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

９
月
に
決
算
の
認
定

歳
　
　
入



公営企業水道事 公営企業水道事 公営企業水道事 業の平成17年度決算報告 業の平成17年度決算報告 業の平成17年度決算報告 

収益的収支 収益的収支 収益的収支 収益的収支 

s問い合わせ　水道グループ管理　チーム　1079（435）2379

資本的収支 古くなった水道施設の改良や新しい施設を作るために必要な資金の収支 
水道料金による収入と、水を作ったり家庭に送ったりす
るための維持管理経費などを中心とした営業活動の収支 

（税込み） （税抜き） 

企業債償還金 
内部留保資金 
による補てん 

負担金 建設改良費 

その他 

水道料金 

支払利息 

人件費 

減価償却費 

受水費 

受託工事費 

1億7,164万7千円 

6,970万円 

6,598万2千円 

その他 

赤字 

受託工事収益 

用語解説  
・収益的収支　水道料金による収
入と水を作ったり、家庭に送る
ための維持管理経費などを中心
とした営業活動の収支 

・水道料金　使用者の皆さんに支
払っていただいた水道料金 

・受託工事収益　給水装置の新設
または修繕などの工事受託によ
る収益 

・人件費　水道事業所で働く職員
の給料など 

・受水費　兵庫県から水道水を買
った費用。播磨町は約9割を井
戸水でまかなっていますが、井
戸の延命を計り、また災害など
の緊急時に備えるため、一部を
兵庫県から購入しています 

・減価償却費　施設の資産価値の
減少分。将来、老朽化した施設
を更新するための財源となります 

・支払利息　施設建設の際に借り
たお金（企業債）の利息 

・受託工事費　給水装置の新設ま
たは修繕などの受託工事に要す
る費用 

・その他　水をつくるために必要
な薬品や動力費、集金や検針、
水道管の修理や古くなったメー
ターの交換などにかかった費用 

・資本的収支　古くなった水道施
設の改良や新しい施設をつくる
ために必要な資金の収支 

・負担金　建設または改良工事の
ための工事負担金や新たに水道
水を使う時に支払っていただい
た加入分担金や給水装置負担金
など 

・内部留保資金による補てん 
　減価償却費等資産を再構築する
ために積み立ててきた資金 

・建設改良費　古くなった水道管
を付け替えたり、新しく水道管
を延ばしたりするのに要した経
費 

・企業債償還金　施設建設の際に
借りたお金（企業債）の元金返
済分 

【支　出】 【収　入】 【支　出】 【収　入】 

資本的収支 資本的収支 資本的収支 

2,057万2千円 

2億6,451万6千円 2億7,008万円 

5,907万1千円 6,463万5千円 

8,646万4千円 

2億2,029万9千円 

5億5,590万6千円 

3,494万8千円 

1億7,164万7千円 

6,970万円 

6,598万2千円 

891万2千円 
8,646万4千円 

2億2,029万9千円 

3,494万8千円 

1,157万8千円 
 

5億5,590万6千円 

2億6,451万6千円 2億7,008万円 

5,907万1千円 6,463万5千円 

水道水1ｍ3当たりの給水原  価の内訳 

その他 
31.98円 

減価償却費 
55.82円 

受水費  17.66円 

動力費  11.09円 
支払利息  21.91円 

人件費  16.72円 

総
事
業
収
入
で
は
、
受
託
事
業

の
減
少
に
よ
り
受
託
工
事
収
益
が

１
１
５
７
万
８
千
円
で
前
年
度
に

比
べ
５
６
２
７
万
９
千
円
減
額
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
５
６
７
１
万

円
減
額
の
５
億
８
８
０
５
万
６
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
収
入
の

柱
で
あ
る
水
道
料
金
収
入
は
４
６

３
万
１
千
円
の
減
額
と
な
る
５
億

５
５
９
０
万
６
千
円
と
な
り
、
前

年
度
７
年
ぶ
り
に
上
昇
に
転
じ
た

も
の
の
、
当
事
業
年
度
は
下
回
り

ま
し
た
。

支
出
の
主
な
も
の
で
は
、
借
入

金
の
利
息
が
前
年
度
に
比
べ
１
４

７
０
万
５
千
円
減
少
し
、
８
６
４

６
万
４
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
他
、
受
託
工
事
費
が
５
２
３
５

万
８
千
円
減
の
８
９
１
万
２
千
円

に
減
少
す
る
な
ど
し
て
、
支
出
総

額
で
７
４
４
２
万
２
千
円
減
少
の

６
億
２
３
０
０
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

よ
っ
て
、
平
成
17
年
度
収
支
で

は
、
３
４
９
４
万
８
千
円
の
純
損

失
（
赤
字
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

収
入
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
布

設
工
事
に
伴
う
工
事
負
担
金
が
８

３
８
７
万
２
千
円
減
少
し
ま
し
た

が
、
水
道
水
を
使
う
時
に
支
払
っ

て
い
た
だ
い
た
加
入
分
担
金
や
給

水
装
置
負
担
金
な
ど
は
合
わ
せ
て

１
２
０
６
万
６
千
円
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
負
担
金
合
計
で
は
７

３
３
０
万
５
千
円
減
少
し
５
９
０

７
万
１
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

支
出
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
布

設
工
事
に
合
わ
せ
て
、
老
朽
管
の

布
設
替
・
改
良
を
行
い
、
前
年
度

に
比
べ
１
億
５
４
５
３
万
４
千
円

減
少
し
６
４
６
３
万
５
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
債
の
元
金
償
還
分

と
し
て
、
２
億
６
４
５
１
万
６
千

円
支
出
し
ま
し
た
。

な
お
、
資
本
的
収
入
額
が
資
本

的
支
出
額
に
不
足
す
る
額
２
億
７

０
０
８
万
円
は
、
内
部
留
保
資
金

で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

給
水
原
価
と
は
、
水
１
立
方
メ

ー
ト
ル
（
以
下

）
作
る
の
に
必

要
な
費
用
の
こ
と
で
、
平
成
17
年

度
決
算
で
は
１
５
５
・
18
円
に
な

り
ま
し
た
。

m3

供
給
単
価
と
は
、
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
て
い
る
水
道
料
金
の

１

当
た
り
の
平
均
金
額
の
こ
と

で
、
同
決
算
で
は
１
４
０
・
85
円

と
な
り
、
給
水
原
価
が
供
給
単
価

を
約
14
円
上
回
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
現
状
で
は
、
水
１

給
水
す
る

ご
と
に
14
円
の
赤
字
に
な
っ
て
い

ま
す
。

m3

m3

水
道
事
業
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
、
業
務
に
お
け
る
コ

ス
ト
削
減
を
徹
底
し
赤
字
の
解
消

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
収
益
の
根
幹
で
あ
る
給
水
収

益
は
、
節
水
型
社
会
へ
の
移
行
が

定
着
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
今
後
増

加
す
る
こ
と
が
見
込
め
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
収
益
の
中
、
業
務
コ
ス

ト
の
削
減
・
見
直
し
、
計
画
的
な

水
道
施
設
修
繕
・
更
新
を
行
う
こ

と
で
、
費
用
を
削
減
し
、
水
道
料

金
の
値
上
げ
を
し
な
い
で
す
む
よ

う
努
力
し
ま
す
。

主
な
事
業
予
定
は
次
の
通
り
で

す
。

①
鉛
管
対
策
事
業

町
内
全
域
で
約
２
千
６
５
０
戸

残
る
鉛
管
を
平
成
18
年
度
か
ら
お

お
む
ね
10
ヵ
年
で
順
次
取
り
替
え

を
行
い
ま
す
。

②
第
３
浄
水
場
施
設
の
更
新

平
成
19
年
度
よ
り
老
朽
化
し
た

浄
水
場
施
設
を
順
次
更
新
し
ま
す
。

《
今
後
の
事
業
展
望
》

9 広報はりま 18.12 8広報はりま 18.12財務諸表などを町のホームページにて公開しています。 http://www.town.harima.lg.jp

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
│
│
│
│
│
│
│

水
道
事
業
は
、「
地
方
公
営
企
業
」
と
し
て
法
律
に
よ
り
税
金
を

使
わ
ず
に
、
使
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
に
よ
り
運

営
す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
独
立
採
算
制
」
と

い
い
、
税
金
や
国
な
ど
の
補
助
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
る
町
の
会
計
と

は
全
く
違
っ
た
運
営
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
計
方
式
は
企
業
会
計
方
式
を
と
っ
て
お
り
、
収
益
的
収

支
と
資
本
的
収
支
の
２
本
立
て
で
会
計
処
理
し
、
民
間
企
業
の
よ
う

に
財
務
諸
表
と
呼
ば
れ
る
「
損
益
計
算
書
」
や
「
貸
借
対
照
表
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

給
水
原
価
と
供
給
単
価




